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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
「地域に根差し心豊かに暮らしていこう」を理念とし、「『ここにきてよかった』『あなたに会えてよかった』『生きていて
よかった』」と出会った全ての人の「よかった」を応援しています。地域や家族会の協力を得ながら実施している、夏
祭り・文化祭・運動会・クリスマス会は、年々参加者が増え地域に定着しています。月2回開催している「ＭＥＩ’Ｓ ＣＡ
ＦＥ」は認知症の方も子ども・大人・高齢者も自由に交流できる場となっています。また、認知症サポーター養成にも
積極的に取り組み、小・中学校でのわかりやすい講座も好評です。職員と一緒のサークル活動・大掃除・行事への
参加等、家族会の活発な活動はホームへの大きな応援団になっています。管理者は職員の人材育成にも工夫し、
「職員一人ひとりのケアプラン」による支援を行っています。職員は、様々なことを主体的に楽しみながら工夫してい
ます。仕事を楽しむことができる職場環境は職員の定着にも繋がっています。管理者と職員が、利用者の夢の実現
に取り組んでいる毎日は、いつもどこからか笑い声が聞こえてくるグループホームです。

基本情報リンク先

大阪府吹田市五月が丘北6-12所在地

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2791600022-00&PrefCd=27&VersionCd=022

1 自己評価及び外部評価結果

2791600022

法人名 有限会社 コミュニティーハウス

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 昨年始めたMEI'SCAFEは、グループホームの利用者はもちろん、近隣の子供達やデイサービスにお誘いしても来て
くださらないご婦人・包括でチラシを見たとランチを楽しみに来てくださる方・家族会・他グループホームから利用者と
職員が車で来られたりと楽しい場所になっています。寿司職人の職員が作る海鮮ランチは大好評で、CAFÉ担当職
員のスイーツは見た目にも歓声があがる程きれいです。本格CAFÉを楽しんでいただきたいと思っております。また、
めいの家スタッフは認知症サポーター養成講座の講師（メイト）が５人おります。内２人はフォローアップメイトの講師
ができる者です。地域の方々や小学校・中学校・PTA・警察・企業など認知症の理解を深めるため講座に力を入れ
ています。近くにエキスポシティがオープンし、利用者と共に出掛けることが増えました。観覧車に乗ったり、ニフレル
で動物と触れ合ったり、お買いものをしたり、個別の対応で楽しんでいます。

グループホームめいの家事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日平成 ２９年 １月 ３１日 平成 ２９年 ３月 ３０日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

大阪市中央区中寺１丁目１－５４ 大阪社会福祉指導センター内

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目） ※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項 目
取 り 組 み の 成 果

↓該当するものに○印
項 目

訪問調査日 平成 ２９年 ２月 ２５日

取 り 組 み の 成 果
↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会
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自己評価および外部評価結果

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る

｢地域に根指し、心豊かに暮らしていこ

う！｣を理念としています。「ここに来て

よかった」「あなたに会えてよかった」

「生きていてよかった」いろんな「よかっ

た」を応援し、地域の自治会、子供たち

の協力を得て、夢叶う明日に向けて取

り組んでいます。

ホームの理念である「地域に根ざし、

心豊かに暮らしていこう」を常に意識し

ながら利用者の意向を聞き、可能な限

り実現に向けて全職員で取り組んでい

ます。理念は職員会議や内部研修時、

勉強会と機会ある度に全職員で話し合

い共有しています。年間目標も職員で

話し合いながら決めています。今年度

は２階が「笑う」、３階は「整理整頓」と

決めました。理念はフロア内の誰もが

見やすい場所に掲示しています。ホー

ムのパンフレットに分かりやすく記載さ

れています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

2 2

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している

自治会に加入し役員も務めています。五月ヶ丘の

夏祭り出店にも積極的に参加をしています。今年

の春祭りは自治会と合同で開催しました。今年の

テーマは「メルヘン」。ふわふわ・パステルに全員で

なり、シャボン玉をしたり、めいの家駐車場で模擬

店や、自治会は近くのあんず公園でゲームをしてく

れたり、めいの家と公園を子供達も利用者も行き

来して、今までで一番たくさんの人であふれた行事

になりました。夏祭りには浴衣を着て来てくれたり、

太鼓をたたいたり、スイカ割をしたり、一緒に踊りま

した。今年で 2 年目になりましたＭＥＩ‘Ｓ ＣＡＦＥ、

日曜日に月 2 回をオープンしています。認知症の

方でも、介護をしている人、そうでない人、誰でも気

軽に来られる場所を目指し始めました。お隣の親

子が来てくれたり、子供がお年寄りを怖いと言う…

と一緒に来られ、利用者と話しをして帰られたり、

毎回来てくれる小さなお客さん。親子 3 人でランチ

やデザートを食べに来て、犬のかん太と遊んで帰

られます。12月には地域の方がとても楽しみにして

くれているイルミネーション点灯式でしたが、雨のた

め中止になりました。点灯式は中止になりました

が、室内でビンゴ大会をしました。雨の中たくさん

の子供達が来てくれました。毎年恒例のお餅つき

にも地域の方々がたくさん参加してくださいました。

開設時より飼っている犬の散歩を通じて、ご近所の

方々との交流も続いています。

自治会に加入しています。地域との交

流の機会は多く、地域の行事に参加し

たりホームの行事には地域にビラを配

って地域の住民を招待しています。時

にはホームの行事ポスターを近くのコ

ンビニが店に貼って協力応援してくれ

ます。MEI‘S CAFE も２年目となり地域

住民の参加も増え、最近では遠方から

の参加者もあり、利用者と交流を深め

ています。ホーム職員が開いている認

知症サポーター養成講座は各方面か

ら開催の要望が多く、今では小中学校

での講座を開く回数が増えた為に、子

どもたちにも認知症について理解して

もらえる様に紙芝居を作成したり、職

員たちで劇も取り入れ工夫して受講者

に分かりやすいと喜ばれています。

ホームの愛犬かん太は地域の人気者

で、子ども達もホームの前を通りかか

ると立ち寄ってくれます。

ホームでは認知症サポーター養成講座

修了後の方々に知識を生かして各施設

やグループホームなどへボランティアとし

て活動するよう促していますが、今後は

もっと身近なそれぞれ自分の地域で知

識を活かしてほしいと広め方を検討して

います。実現できることを期待していま

す。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

3

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を地

域の人々に向けて活かしている

中学校の職業体験・福祉体験、新人教

員初任者研修・夏のボランティアなどを

積極的に受け入れ、「認知症とは？」・

「ＧＨとは？」・「車いすにのってみよう！」

などさまざまな実習に取り組んでいま

す。中学生の職業体験・福祉体験に加

え、西山田小学校や竹見台中学校など

たくさんの学校の授業で福祉について、

認知症についてのお話をさせて頂きまし

た。認知症について、わかりやすく紙芝

居をしたり、劇をしたり、車椅子の体験を

して、たくさんの感想のお手紙を頂きまし

た。感想をいただいた時に書かれていた

質問に対しては、1 人１人にお返事させ

ていただいています。授業を聞いて自分

のおばあちゃんに対して想いがかわった

など嬉しいお手紙を頂きました。９月には

家族会と学習交流会「終末期対応を考

える」を実施しました。堀江Dr.にも参加し

て頂き、たくさんの家族さんが参加してく

れました。そして、今年で３回目になる

「わたしにできることプロジェクト」が３月

に行われます。介護・認知症について、

少しでも多くの人達に来ていただける

様、楽しいプロジェクトになる様、日々話

し合いをしています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

4 3

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている

家族会役員・自治会役員・Ｄｒ.・Ｎｓ.・地

域包括支援センター職員・社会福祉協

議会職員・ＧＨ職員が集まり、２ヶ月に

一回開催しています。施設の行事を軸

に地域・医療等さまざまな視点から話

し合っています。

運営推進会議は２か月に１回、年６回

開催しています。家族、自治会役員、

地域包括支援センター職員、福祉委

員、グループホーム主治医、訪問看護

師、ホーム職員がメンバーとなり話し

合っています。運営推進会議開催日は

必ず全家族に案内状を出して参加を

促しています。会議では事業所からホ

ームの行事報告、地域の行事の連絡

事項、家族の連絡事項その他を伝え

ています。参加者からは意見、要望も

活発に出ます。１月度会議時には、ホ

ームとして「どんな小さいことでも相談

できる場所、助けを求めてもらえる場

所でありたい」と、学習会（家族会主

催）や認知症サポーター養成講座を開

催して多くの自治会にも参加してもらえ

るように取り組んでいくことを参加者に

伝えました。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

5 4

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んでいる

２ヶ月に１回のグループホーム連絡会

への参加、市主催の介護フェアへの参

加等をしています。又、市担当者、市

内グループホーム職員との情報交換

を行い質の向上に取り組んでいます。

近隣のグループホーム等には、夏祭

り・お餅つき・カフェのお誘いなど催し

の時にお手紙をだしたりして、お誘いし

たりもします。

上記のグループホーム連絡会にて立

ち上げた「わたしにできることプロジェ

クト」では、たくさんの施設の職員が集

まり、チームを作りプロジェクトを進め

ています。吹田市のオレンジカフェ・認

知症カフェの集まりも 2～３ヶ月に一度

参加しています。まだまだ知られてい

ない認知カフェを少しでも多くの方に知

って頂ける様にしていきたいと思いま

す。

市担当者とは都度連絡をとれる関係を

築いています。地域包括支援センター

職員には運営推進会議で情報提供や

助言を得ています。市主催の行事に参

加したり市内グループホーム連絡会に

も参加しています。

管理者は、グループホーム連絡会で

立ち上げた「わたしにできることプロジ

ェクト」の代表を務めています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

6 5

○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地域

密着型介護予防サービス指定基準にお

ける禁止の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施錠を含め

て身体拘束をしないケアに取り組んでい

る

２ヶ月に一度内部研修を行い、身体拘

束の意味を理解し、禁止の対象となる

行為を考え、話し合う機会を持ってい

ます。面会時に家族とも話し合いの機

会を持っています。

「身体拘束ゼロの実現をめざします」と

マニュアルを作成し、研修会を繰り返し

行って、身体拘束をしないケアを実践

しています。玄関は中からはいつでも

開錠が可能です。利用者はエレベータ

ーで２・３階へ自由に移動しています。

階段も自由です。利用者が外出したい

仕草を見つけるといつでも職員と一緒

に出掛けます。利用者が一人で外に

出ることがあっても、近所の住民とは

顔見知りでホームまで送って来てくれ

る関係にあります。

7

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている

虐待事例から考える外部研修に参加

し、それをまた、内部研修として全職員

に伝えてもらいました。法制度を理解

し、全員で意識を持って取り組んでい

ます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る

全職員に制度を理解してもらえるよう

話し合いをしています。

9

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている

契約書・重要事項説明書を見ていただ

き説明しています。理解を得られるま

で細部に渡り説明し、幅広い情報の提

供を心がけています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている

家族会ができたおかげで、今まで以上

に家族の協力が大きくなりました。家

族会役員の呼びかけで、たくさんの家

族が行事に参加してくださり、大掃除を

してくださったり、旅行の時には、一緒

に温泉につかり、宴会を一緒に楽し

み、一緒に寝ます。その中で話をする

機会も多くあります。面会時には声を

かけ、電話・メール等でも意見・苦情を

聞き取っています。職員にはミーティン

グなどで情報提供し、問題発生の際

は、早期解決を今までと変わらず続け

ています。

家族会があり、山部・釣り部などのサ

ークル活動や行事を通じて、家族同士

や職員との交流が行われています。一

泊旅行や年間の行事・大掃除等にも

多くの家族が参加しています。家族会

主催の勉強会も年２回開催していま

す。 運営推進会議にも複数の家族が

参加し、運営や行事について積極的に

意見を述べています。

ホームでの暮らしの様子が伝わる写真

入りの「メイズタイム」を毎月発行し、利

用者一人ひとりの様子をメッセージに

記し送付しています。

「掃除が十分にできていない」等の家

族からの指摘も真摯に受けとめ対応し

ています。

家族会の発足から６年目を迎え、家族

とは何でも言い合える関係を築くことが

でき、職員は利用者支援に活かしてい

ます。

主体的にホームの活動に関わる家族

会の存在は、ホームの大きな応援団と

なっています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

11 7

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている

主に職員会議・各フロア会義で意見を

聞くようにしています。又、管理者は個

別に職員と話し合いも行っています。

職員会議や各フロア会議で意見を出し

合い、サービス向上に向けて話し合っ

ています。日常的にも意見が言いやす

い雰囲気づくりを大切にしています。

職員育成の特徴としては、ケアプラン

風様式に「スタッフケアプラン」を作成し

ています。職員は自己評価し、業務上

の個人の目標や悩みなども記入し、管

理者と面接をしています。また、他職

員から「良いところ・尊敬するところ・好

きなところ」「苦手なところ・直してほし

いところ・悪いところ」の評価を記入し

てもらい、自分自身を再確認する機会

ともなっています。

年間の多くの行事は、職員が主体的に

取り組み、利用者と一緒に楽しんでい

ます。

家族会の支持や応援も職員の士気を

高めています。

職員が、ホームの自慢は「楽しいこと」

と言える職場環境は、職員の定着に繋

がっています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

12

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている

今後、職員個々の努力や実績等を把

握、査定することが出来るよう基準作

りをしました。各自が向上心を持って働

けるような職場環境の整備に努めてい

きたいです。今年も全職員のケアプラ

ンを作成し話し合いました。

13

○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る

内部研修を実施しています。本年度

は、認知症ケア・人権について、感染

症・食中毒について、虐待、感染予防

と発生時の対応について等です。又、

職員より希望のあった研修内容も取り

入れています。他に新人職員に対して

は新人研修を実施しています。講師と

なるのは施設長だけでなく、職員も講

師を務めます。そのために職員一人一

人が勉強しています。全職員に研修フ

ァイルを配布、外部研修を受講した場

合には記録を作成し、研修報告書を回

覧しています。また、介護福祉士合格

に向けて勉強会を開催、資格取得に

取り組んでいます。また、内部研修とし

て勉強会を行っています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

14

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組み

をしている

市が主催するグループホーム連絡会・

ケース検討会議・地域連絡会議・担当

者会議等に参加し、情報交換を行って

います。GH 連絡会では、他施設と合

同で認知症サポーター養成講座を開

催し、介護職員の交流会も企画しまし

た。また、３月には「わたしにできること

プロジェクト」と銘打ち、吹田市の介護

職員による事例発表会を行います。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っ

ていること、不安なこと、要望等に耳を

傾けながら、本人の安心を確保するため

の関係づくりに努めている

面接時より担当になるＣＷが細かく、

本人の希望・夢・生活歴を聞き取り、入

所から 1 ヶ月を目途に、本人・家族・職

員と担当者会議を行い、ご家族と共に

本人の安心を確保するように努めてい

ます。

16

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る

家族の思い・考え方・希望問題点等を

聞き取り、日々の生活を共に考えるよ

うにして、信頼関係を築く努力をしてい

ます。何でも言い合える関係作りを目

指しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

17

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族

等が「その時」まず必要としている支援

を見極め、他のサービス利用も含めた

対応に努めている

入念な聞き取りをします。常に必要な

ことは何か、最優先することは何かを、

広い視点で考えるよう努めています。

その上で、日々の変化等をスタッフ全

員で共有し、一日も早く落ち着いた生

活ができるよう見守っています。

18

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の関

係を築いている

自慢できること・得意なことは、皆に教

えてもらい、苦手なことは、皆でサポー

トする関係を大切にします。「やってみ

よう」と思う気持ちで取り組めるよう、楽

しめるよう心がけています。

19

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている

家族会発足で行事に参加して下さる家

族の方が増えています。偶然ですが、

利用者の家族さんが、家族会会長の

同級生だったり、賛助会員の知り合い

だったりと、今まで以上に家族会の繋

がりが強くなり、相談し合える関係がで

き、楽しく話し合いができています。家

族会は来年度「めいの家後援会」を設

立される準備をされています。家族会

OB・医療・地域の方々と共に、めいの

家を支えてくださる団体とのことです。

面会時などに不安や質問などを聞き

取り、信頼関係を築いていく努力を続

けています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支

援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている

部屋には、自宅で使っておられたタン

スや布団、大切にしておられた物や写

真を持って来てもらうようにしていま

す。面会時間は特に設けず、気軽に立

ち寄ってもらえるようにしています。

馴染みの友人・知人が訪問していま

す。１階のデイサービスセンターに通っ

てこられる顔なじみの方に会えるのを

楽しみにしている利用者もいます。入

居前に住んでいた家の隣の方に会い

に行く利用者もいます。毎日の外出

や、地域やホームの行事を通し、隣近

所とも新しい馴染みの関係ができてい

ます。また、家族ＯＢが訪問し、利用者

との関わりも貴重な時間となっていま

す。

入居後の利用者同士の新しい関係

は、共に生活する第２の家族のような

関係で、ほのぼのとした雰囲気です。

21

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

いつも利用者同士の仲に入っているわ

けではなく、個々の関係を大切に見守

っています。又、コミュニケーションが

行き違わないよう援助することを心が

けています。

22

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて本人・家族の経過をフォローし、

相談や支援に努めている

「一周忌を終えて落ち着きました。めい

の家に何も恩返しが出来ていないこと

にきがつきました」と毎月ピアノを弾き

にきてくださっています。また、近くに寄

ったからと、職員の顔を見に来てくれま

す。今も変わらない関係が続いていま

す。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している

アセスメントシートにある項目を、担当

職員がゆっくり聞き取る所から、一人

一人の夢や、これからの生活に対する

希望を探し、夢叶うよう支援していま

す。

利用者調査票、ライフヒストリー、ホー

ムでの生活が一式になった利用者情

報から、一人ひとりの思いや希望を共

有できるようになっています。情報は、

１年毎に更新しています。「ホームでの

生活」では、希望や好きな活動等はも

ちろん、嫌な話題等も把握し、利用者

の尊厳に配慮しています。

日常の関わりの中での気づきや発見

は、記録に残し、共有しています。

24

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている

アセスメントシートにある項目を担当職

員がゆっくり聞き取り、見えてきた生活

歴・性格などから、家族と共に考える

時間を持つようにしています。

25

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる

全員、日々の過ごし方はさまざまなの

で、一人一人に対応できるよう心がけ

ています。又、日々訴えもさまざまなの

で個別に聞き入れる余裕を持ち対応し

ています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している

本筋は「本人の夢を叶えること」。家族

の要望も含め、今一番大切なこと、今

一番必要なこと、楽しく暮らすための課

題を常に探しています。

「本人の夢を叶える」を基本視点として

介護計画を作成しています。日常的に

支援していることが介護計画になって

いて、一人ひとりの生活状況や表情が

伝わる介護計画です。長期目標に「楽

しく人生を終える」と掲げた利用者の介

護計画には、「会話の中から、１日１個

新しい発見をする」「テレビだけでなく、

人と話して笑う」などが挙げられていま

す。計画は、３か月毎に見直し、フロア

会議で毎月カンファレンスを実施して

います。

専門用語は使わない、利用者・家族に

分かりやすい介護計画です。

27

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている

個別記録はもちろん、連絡ノートを活

用しています。又、問題がある場合

は、早急に集合し、全員で話し合うよう

にしています。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる

ターミナル期の家族の宿泊、行事への

参加、近隣参加、行きたい所へ、行き

たい時に行きたいと言えるように、どん

な訴えでも伝えることのできる、わがま

ま言える居場所作りをしています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

29

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人は心身の力を発揮し

ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと

ができるよう支援している

地域のスーパーマーケット・公園・喫茶

店・コンビニなどに行きます。外出する

ことで、挨拶を交わすなどをして、地域

の方との交流も大切にしています。

30 11

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療

を受けられるように支援している

月に２回、往診ドクターの診察がありま

す。又、精神科・皮膚科・眼科等は地

域のかかりつけ医を作っています。

入居前からのかかりつけ医へは、希望

があれば受診しています。初めての受

診の際は、ホームでの生活や状態を

伝えられるように職員がついていきま

す。ホームの協力医の往診は毎週あり

ます。

31

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた

情報や気づきを、職場内の看護職や訪

問看護師等に伝えて相談し、個々の利

用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している

医療連携の医師と訪問看護師との連

携と、「いつもと違う」という介護士の状

態変化の気づきを大切に、少しでも早

く適切な診察が受けられるように、一

丸となって努力しています。

32

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている

医療連携医の最終判断により、入院を

決定することが多いですが、入院後は

家族と職員が常に連絡を取り合い、入

院先の主治医の意見・経過等も一緒

に聞き、一日も早い帰所に向けて、積

極的に支援しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援

重度化した場合や終末期のわあり方に

ついて、早い段階から本人・家族等と話

し合い行い、事業所でできることを十分

に説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる

終末期に関しては、Ｄｒより指示のあっ

た段階で家族と話し合いを重ね、Ｄｒ・

Ｎｓ・ＣＷ・家族（本人）同席の元、方針

を決定しています。そして、職員全員で

（ユニットの違う職員も含）看取りを考

え、進めます。又、延命するかどうか、

看取りについての希望確認書を入所

時に家族に実施しています。希望確認

書の意向の変更は随時可能で、話し

合いの際にも意向の確認をし、ケアに

反映しています。

「重度化した場合における指針」を作

成し、家族にも示して説明を行い、利

用者・家族の意向を確認する「希望確

認書」を交わしています。終末期に関し

ては、医師の指示があった段階で家族

と話し合いを重ね、方針を決定してい

ます。

家族会主催の「看取りについての研修

会」は、終末期対応について家族と共

に考える機会にもなっています。

看取った家族からの感謝の言葉や、看

取りの経験を通じての貴重な学びか

ら、職員の意識も変わり、「ここで看取

るのが当たり前」と現場から声があが

るようになってきました。

34

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている

内部研修として、事故防止につながる

勉強会を実施しています。うつ病につ

いて、緊急時・急変時の対応、入居さ

れている利用者に起こりうるケースを

想定しどう対応するか、グループワー

クを行うなどの研修を行いました。利用

者の急変対応や、その時に必要だと

思われる内容を委員で話し合い、研修

内容に反映させています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

35 13

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている

今年は、7月・1 月に消防訓練を実施し

ました。消化・避難・通報の訓練に加

え、地震発生時にはどんな事が起き、

どう対応するかも訓練しています。

災害マニュアルを作成し、年２回避難

訓練を行い、消防署の指導も受けてい

ます。災害マニュアルは、火災・地震・

台風・大雨、それぞれの対応について

記載し、読んだ職員は印を押し、周知

徹底に努めています。夜間を想定して

の避難訓練は、家族の承諾をもらっ

て、実際にシーツを使って利用者を３

階から避難させる訓練も行いました。

また、避難訓練のチラシを地域にも配

り、地域住民にも参加してもらっていま

す。子ども達が参加できるように土曜

日に実施しています。

非常災害時の水や食料も準備してい

ます。

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確

保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している

個々の思いを実現すべく、情報収集

し、常に何を願い、求めているかを知

るための努力をしています。

プライバシー、守秘義務、接遇等につ

いて、職員が講師となり研修を行って

います。家族や地域との交流に積極的

に取り組んでおり、外部の目が入る機

会が多く、風通しのよい職場環境は、

職員の質の向上に繋がっています。

「利用者の要望を聞き逃さない」、「利

用者の希望を叶える」ことが、利用者

一人ひとりの尊厳を支えることだと、管

理者は職員に伝えています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

37

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表

したり、自己決定できるように働きかけ

ている

忘れてしまうことが多くなってくると、な

かなか以前していたことや、したいこと

が言葉になって表れません。雑談など

しながら、思っていることを引き出すこ

とも大切ですが、今までの生活の中

で、習慣としていたことも大切にしてい

ます。

38

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している

朝食は、起きておられる方からで、特

に時間は決めていません。昼食は 12

時に席につきますが、それも決まりは

ありません。夕食も、お腹がすいたら

…という感じです。入浴は入りたい時

間に、日にちも特には決めていませ

ん。ベースになる個々の生活を把握

し、それぞれの日常と関わりをゆっくり

と過ごしてもらっています。

39

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している

２か月に１回、近くの美容院の方がお

休みの日にカットに来て下さいます。そ

の日の気分で洋服を選んでもらうこと

で、本人の好きな物を理解し、一緒に

おしゃれを楽しんでいます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

40 15

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している

一緒に準備をしたり、味見をしてもらっ

たりしています。食器の色など工夫し、

目の悪い利用者が食べやすい様にし

ています。他にも、手で持って食べられ

るよう全て小鉢にしたり工夫していま

す。職員も一緒に食べ、食事の感想や

好みを話しています。片づけも一緒に

行い、一緒に食器を戻します。

併設するデイサービスに厨房があり、

昼食は厨房で出来上がったもの、夕食

は下ごしらえしたものが各ユニットに届

き、味付けや盛り付けを利用者と一緒

に行っています。ご飯と汁物はユニット

で作ります。また、朝食は各ユニットで

準備しています。行事食の際は、デイ

サービスの利用者も一緒に食べます。

寿司職人だった厨房職員の食事が美

味しいのも、ホームの自慢のひとつで

す。毎月、目の前で握ってくれる握りず

しの日にも、あちこちから「美味しい」と

声が聞こえてきます。

41

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる

水分摂取表は日々つけています。食

意が低下した人、体調の悪い人は、食

事量も記録しています。水分は、好み

や水分制限があるので、その人それぞ

れに応じた飲み物を提供しています。

42

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている

毎週火曜日、訪問歯科医・歯科衛生士

に治療・口腔内を清潔にしてもらいま

す。歯医者でできることは、すべて可

能となったので、実際に治療もしてもら

っています。歯科衛生士にアドバイス

をもらい、日々の口腔ケアを行ってい

ます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

43 16

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている

尿漏れのある方はパンツの中にパット

を使用、尿意のない方・定かではない

方は適時トイレへの誘導を行っていま

す。気持ちよく日々を暮らすため、排泄

の工夫は一丸となってやっています。

トイレでの排泄を基本としています。誘

導が必要な利用者には、一人ひとりの

排泄状況を把握し、随時声かけして誘

導しています。

排泄介助の際には、羞恥心に配慮し、

つかず離れずに努めて介助していま

す。

44

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる

まず、食物繊維の多い食事、コーン

茶・ルイボスティー・ごぼう茶・牛乳・バ

ナナ・ヨーグルト等を楽しんで食べても

らうようにしています。適度な運動の促

し、充分な水分摂取を意識して行って

います。

45 17

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている

入浴日は決まっていません。週に２～

３回はいっています。意思決定できな

い方は促しますが、決定できる方にお

いては入りたい時対応です。

入浴日は決まっておらず、本人の希望

に合わせて入浴してもらっています。

希望があれば毎日でも可能です。併設

するデイサービスの浴槽を借りて、皆

で入浴を楽しむ機会もあります。利用

者と一緒に買い物に行き、買ってきた

入浴剤で香りも楽しんでもらっていま

す。

浴室内に２階は富士山、３階は水族館

模様のシールを貼り、入浴を楽しんで

もらう工夫をしています。また、手すり

が分かるように赤色にするなど、安全

面での配慮もしています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

46

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している

意思決定できない方においては、適宜

休息時間をもうけています。夜は２時

間を上限とし、その方の体調や状況に

合わせた頻度で巡回し、眠れない夜が

続けば、ホットミルクなど一緒に飲んだ

り、テレビを観て過ごしたり、話をしたり

して過ごします。意思決定できる方は

促しで、後は本人の生活習慣に合わ

せています。

47

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている

誤薬がどんなに怖いことかをホームＤ

ｒ.から話してもらい、利用者の薬に興

味を持てるようピルブックも各階に置

き、処方箋も必ずしっかり眼を通し、薬

に変更があった時には個別記録に記

載し、周知徹底しています。服薬マニュ

アルを全職員参加で作成し、誤薬防止

に努めています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

48

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている

得意なことをしてもらい、役割がありま

す。洗濯物をたたんだり、エプロンのボ

タンつけや掃除。洗濯物を乾燥機まで

持っていったりしています。リビングで

お笑いのＤＶＤをみんなで見たり、氷川

きよしの好きな方は部屋でライブの様

に盛り上がったりしています。その他に

も将棋をしたり、オセロをしたり、体操

のＤＶＤなど、その日によって違います

が、皆で何をするか話し、楽しみながら

行っています。

49 18

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している

計画が必要な場合には入念な会議を

しますが、日々、今日は何をしよう、ど

こへ行こうと考え、実施することが生活

と考えますので、特別なものはありま

せん。ただ、家族の協力は不可欠で

す。外出・面会状況の記録は、業務日

誌に記載するようにしています。

家族も参加する年１回の一泊旅行に

は利用者全員が参加しています。梅や

桜・コスモス等の季節毎の花見には、

弁当持参で出かけます。散歩や朝食

のパンやコンビニへの買い物は、日常

的な外出となっています。

行きたい所や誰と行きたいか等を聞

き、利用者一人ひとりの希望にそった

外出支援を大切にしています。

50

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるよう

に支援している

事務所で管理し、領収書で月一度家

族に報告しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

51

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本院自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している

手紙はあまりありませんが、メイズタイ

ムのコメント欄にお手紙を書いてもらっ

ています。本人が「聞きたいことがあ

る」など話された時に電話をしていま

す。職員が家族あてにかけた時には

本人にもかわっています。家族から贈

り物が届いたとき、記念日、体調不良

時、体調が良くなった時、外出予定が

決まった時、買い物をする時、家族に

会いたい、話したいと訴えがあった時

などです。

52 19

○居心地のよい共有空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている

利用者それぞれが使いやすいように

配慮する努力をしています。たとえば、

椅子を利用者の座りやすいものに変え

たり、クッションを工夫したり、入浴時

の椅子も個々に使いやすいものにして

います。利用者と相談しながら窓の開

閉をし、ＴＶやＣＤ・ＤＶＤをつけるように

しています

独身寮を改修したグループホームで

す。建物の周りは、閑静な住宅街で

す。

リビング兼食堂の共有空間は、利用者

の状態に合わせた机の調整等、居心

地よく安心して過ごせるように工夫して

います。

利用者は落ち着いた雰囲気の中、自

由に暮らしています。

53

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている

リビングで一人になることがあるとすれ

ば、皆がご自分の部屋に帰ってしまっ

た時だけです。ＣＷと２人で話したい、

利用者同士内緒で話をしたい、一人に

なりたい時は、フロアの事務所か、そ

れぞれのお部屋を使っています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
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○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや

好みのものを活かして、本人が居心地

よく過ごせるような工夫をしている

今まで自宅で使っておられたタンス・ベ

ッドを持って来られています。それぞれ

の方の今までの生活を考えながら対

応しています。歌謡曲が好きな方は、

部屋に流し、落ち着ける雰囲気作りを

しています。きれいに片づいているだ

けが良いと思わないので、いろいろな

所に支えがある、物のいっぱいある部

屋が落ち着く方もいます。それぞれの

方の今までの生活を一緒に考えてい

ます。

本人が気持ちよく安心して過ごせる居

室づくりを大切にしています。利用者

が以前使っていた馴染みのタンス、

机、テーブル、テレビ等の家具や、大

切にしている家族の写真等を持ち込

み、一人ひとり個性のある居室となっ

ています。

居室入口には表札や写真が貼られ、

表札は利用者一人ひとり見やすい高さ

に工夫されています。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している

部屋の出入口は少しスロープになって

いるし、浴室は段の大きな階段になっ

ていたりするので、原則バリアフリーで

はありません。その度声をかけながら

生活しています。また、スイッチカバー

を変更し、より安全に生活できるよう工

夫しています。特に個別の道具の工夫

はありませんが、「ワーカーがそばにい

ること」「ワーカーが声をかけること」が

安全に繋がればと思います。


